
複数の手帳を一冊にして
医療・介護連携をスムーズに
～「あらお健康手帳」について～

荒尾市保健福祉部保険介護課

地域包括支援センター

髙木 大地



本日の内容

あらお健康手帳の紹介

あらお健康手帳ができるまで

あらお健康手帳作成から見える
在宅医療・介護連携体制強化の
ポイント
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熊本県荒尾市



人口：50,601人
65歳以上の高齢者：18,320人
（高齢化率：36.20％）

出典：荒尾市公式ホームページ
https://www.city.arao.lg.jp

熊本県荒尾市

※令和4年5月末時点



（出典）2000年～2015年まで：総務省「国勢調査」、2020年以降：国立社会保障・人口問題研究所「日本の地域別将来推計人口（平成30（2018）年推計）」

熊本県荒尾市



「あらお健康手帳」とは

市民の健康管理と、そのために必要な
関係者の連携をサポートするための
ツール。



「あらお健康手帳」の特徴

https://youtu.be/NzRUpfyolqA



「あらお健康手帳」の特徴

五疾病（がん、脳卒中、急性心筋梗塞、
糖尿病、精神疾患）それぞれに存在し
た連携ノートなどの情報を、この一冊
で管理できる。



「あらお健康手帳」の特徴

人生会議や救急対応時の情報、予防接
種の接種履歴、健康診断の結果などを
書くシートもあり、日常的に医療や介
護を受けていない人でも活用できるよ
うにしている。



「あらお健康手帳」の特徴

自由記載ができるノート形式のシート
があるため、誰でも必要なことを書く
ことができる。また、既存の連携体制
を補完するものとしての使用も可能。



「あらお健康手帳」の特徴

バインダー式になっており、シートの
脱着が可能。

巻末にチャックポケットが付いており、
診察券や既存の手帳、書類などを入れ
ておくことができる。



行政施策や研究等への活用に関する同意



救急医療に関する情報



人生会議



連携ノート（自由記載形式）



医療情報（バイタル、検査結果等）



医療情報（口腔）



介護情報



おくすり手帳



健康診断



予防接種



チャックポケット



がん基本情報



心不全基本情報



糖尿病基本情報



頭とこころ（脳卒中、精神疾患）



頭とこころ（脳卒中、精神疾患）



頭とこころ（脳卒中、精神疾患）



本日の内容

あらお健康手帳の紹介

あらお健康手帳ができるまで

あらお健康手帳作成から見える
在宅医療・介護連携体制強化の
ポイント



「あらお健康手帳」ができた環境

「在宅ネットあらお」の存在

https://zaitaku.arao-med.or.jp



「あらお健康手帳」ができた環境

荒尾市民病院薬剤師会 21

歯科医師会 21

医師会 4 5

荒尾市地域包括
支援センター

荒尾市役所

有明保健所 居宅介護支援 23
訪問介護サービス 23
通所系サービス 36
居住系サービス 45
訪問リハビリ 5
社会福祉協議会 1

訪問看護ステーション 5

在宅ネット
あらお

「在宅ネットあらお」の存在
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医師会 4 5

認知症疾患医療センター

認知症疾患医療センターを受診した患者の
連携ツールとして使ってね。
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＜認知症疾患医療センター＞
火の国あんしん受診手帳を
使って在宅の認知症患者の支
援者同士の連携を図っている。
良い感じだ。



「あらお健康手帳」ができるまで

健康長寿社会の実現を目指した大規模認知症コホート研究

研究開発代表者

九州大学大学院 医学研究院附属

総合コホートセンター 教授 二宮 利治

出典：JPSC-ADホームページ
https://www.eph.med.kyushu-u.ac.jp/jpsc/

研究開発分担者

熊本大学大学院 生命科学研究部

神経精神医学分野 准教授 橋本 衛

客員教授 池田 学

【平成31年度から】

神経精神医学分野 教授 竹林 実

認知症・うつ病アドバイザー 池田 学
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熊本大学

認知症疾患医療センターが使っていた
火の国あんしん受診手帳、研究協力者の
追跡ツールとして使えそうじゃない？



荒尾市役所

熊本大学

認知症疾患医療センター

熊本県

実はかくかくしかじかで…

オッケー
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熊本大学

対象者を追跡してデータ収集をする研究
なので、協力よろしくお願いします。
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疾患ごとに分かれてい
る手帳やノート。一つ
にならないものか…

＜被災地支援に行った医師＞
熊本地震の被災地では、電子カル
テなどの情報が使えなかった。紙
媒体の情報連携ツールも必要では
ないか。

コホート研究で使っていた
火の国あんしん受診手帳。
研究協力者だけに配るのは
もったいない。荒尾市民の
健康手帳として広く使えな
いか。



「あらお健康手帳」ができるまで

• 五疾病（がん、脳梗塞、急性心筋梗塞、
糖尿病、精神疾患）用のシートの検討。

• その他、健康手帳として必要なシートの
検討。

在宅ネットあらお、医師会

荒尾市役所
（在宅医療連携担当、保健担当）

検討会議への参加





ここまで聞いて、（たぶん）皆さんが
思うこと…

 県がベースになるような手帳を作ってたとか、認知症疾患
医療センターがあるとか、大学と研究に取り組んでるとか、
環境整いすぎでしょw

 在宅ネットあらおの存在がでかいよね。

 ふ～ん。

…という感じでしょうか。
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「あらお健康手帳」作成を振り返って
思った、うまくいったポイント

専門職など、ツールを使ったり、仕組みの
中で実際に仕事をしたりすることになる連携
の現場にいる人の意見を聞きながら作った。

きれいな言い方をすれば…



「あらお健康手帳」作成を振り返って
思った、うまくいったポイント

連携の現場にいる人の活動や意見に、“「行
政公認」という菓子折り”を持って入り込んで
「応援するんでやっちゃってください！」と
言っただけなのでスムーズに進んだ。

あらお健康手帳も、医師会の先生の盛り上
がりに乗っからせてもらっただけ。

ぶっちゃけて言うと…

※イラストはイメージです。



必要なのは自分（行政）と連携の現場にいる
人たちとの関係づくり（つながりづくり）



連携の現場にいる人たちとの関係を作る
には

行政からのお願いごとをするときだけでは
なく、いろんな機会を通して顔を合わせる。

行政の人が入ってくれる、参加してくれた
というのは結構前向きに捉えてくれる。

情報を得やすくなる。協力依頼など相談も来やすい。
＝活動や取組に乗っかりやすくなる。
意見も聞きやすくなる。



連携の現場にいる人たちとの関係を作る
には

団体としての活動がなくても、在宅医療・
介護連携の促進につながりそうな考えや思い
を持っている専門職はいる。

そういった人と顔見知りになって、やり取
りをしていく。

地域包括支援センターの職員がこういう専門職
を知っていたり、すでに仲が良かったりする。



人とのつながりづくりは地域を選ばない

資源や地域の実情には差がある。無いもの
は無い。

でも、関係する人とのつながりを作ること
はどの地域でもできる。



在宅医療・介護連携推進事業で作ったもの
を使うのは現場の専門職や住民

現場の専門職や住民にとって良いものでな
いと受け入れられないし、使ってくれない。

どういうものが良いものなのか…

聞いてみないとわからない。



在宅医療・介護連携推進のためには、
“連携の現場にいる人・行政担当者連携推進”
が必要。

まあ、地域支援事業はどれもそうですが…



御清聴ありがとうございました。

有明海の干潟と夕陽

万田坑

グリーンランド

荒尾市マスコットキャラクター「マジャッキー」


